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〒182-0032 

東京都調布市西町 376-3 味の素スタジアム内 

【慶應義塾大学】『宣誓』 

これが最後の試合となる４年生は、これまで活動自粛や組織再生、コロナ禍での活動など多くの困難を乗り越えて

きた。その集大成をぶつける横国戦だが、昨年はディフェンス３失点、オフェンス３ＴＤと悔いが残る結果に終わって

いる。今年度は神奈川相手に喪失ヤード１３ｙｄｓと波に乗っているディフェンスが横国オフェンスを徹底的に封じ込

め、オフェンスはシーズン終盤に向かってキレが増すＲＢ＃７大河原のラン、今年度こだわったレシーバー陣のブロ

ックで付け入る隙を与えないだろう。４年間何度も転び泥水を啜ったが、その度我々は強くなって帰ってきた。最後ま

でユニコーンズらしく泥臭いプレーで圧倒することをここに誓う。 

《期待の若手紹介》 

１年 ＱＢ ＃０ 水嶋 魁（海陽）・・・海陽学園からやってきた期待の新人ＱＢ。持ち前のスピードと磨き上げたプレーリ

ードでロングゲインを量産。明治学院大学戦ではオフェンスを勢い付けるＴＤで試合の流れを引き寄せた。彼がフィ

ールドに立てば何かが起きる。横国戦も、彼の一挙手一投足から目が離せない。 

《注目選手》 

４年 ＱＢ ＃２ 久保田 大雅（慶應義塾）・・・ディフェンスを読む能力が高く、オーディブルで着実にオフェンスを進め

る司令塔としての活躍が光る。各状況でベストな判断、正確なパス、圧倒的リーダーシップを手に入れた彼の集大

成に注目したい。 
 

【横浜国立大学】『獅子奮迅』 

１年間の集大成となる慶應大戦。ＴＯＰ８に相応しいチームになれたのかが問われる試合となる。この１年間やるべ

きことを見失わず励んできた。部員・コーチ・サポーターの皆様、総力を挙げてＴＯＰ８に挑む。 

《期待の若手紹介》 

１年 ＤＢ ＃２０ 立石 雅（東京都立戸山）・・・１年生ながらＬｏｎｇ ｓｎａｐｐｅｒを務め、抜群の安定感を見せていま

す。Ｓａｆｅｔｙとしても成長する彼の活躍に注目です。 

《注目選手》 

４年 ＬＢ ＃５３ 小山田 徹太（青森県立青森）・・・Ｓｐｅｃｉａｌ ｔｅａｍでも輝きを見せ、Ｄｅｆｅｎｃｅにも欠かせない存在。

様々な場面で活躍できるＵｔｉｌｉｔｙ ｐｌａｙｅｒ。 

第３試合 １５：００Ｋ．Ｏ． 

慶應義塾大学−横浜国立大学 

 

関東学生アメリカンフットボール連盟広報誌 

２０２１年１２月５日（日） 

日体大 横国大 駒澤大 国士舘 勝点 勝－負 順位 順列

日本体育大学 ー 34○33 ２３●３０ ０●６ ３ １－２ ３ ４

横浜国立大学 33●34 ー １○０ ４２〇２６ ６ ２－１ １ １

駒澤大学 ３０○２３ ０●１ ― ３●７ ３ １－２ ３ ３

国士舘大学 ６○０ ２６●４２ ７○３ ― ６ ２－１ １ ２

１部ＢＩＧ８　Ｂブロック

慶應大 神奈川 明学大 青学大 勝点 勝－負 順位 順列

慶應義塾大学 − ６２○０ ４６○７ ４７○０ ９ ３−０ １ １

神奈川大学 ０●６２ − ０●２８ ７●２１ ０ ０－３ ４ ４

明治学院大学 ７●４６ ２８〇０ − ３８○１０ ６ ２−１ ２ ２

青山学院大学 ０●４７ ２１○７ １０●３８ − ３ １−2 ３ ３

１部ＢＩＧ８　Ａブロック


